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要 約 

 

食品衛生法（昭和 22 年法律第 233 号）第 13 条第 3 項の規定に基づき、人の健康

を損なうおそれのないことが明らかであるものとして厚生労働大臣が定める物質（対

象外物質）とされている殺菌剤及び着香料「シンナムアルデヒド」（CAS No. 14371-

10-9）について、各種資料を用いて食品健康影響評価を実施した。 
各種毒性試験の結果から、シンナムアルデヒド投与による影響は、亜急性毒性試験

において、高用量で体重（増加抑制）、胃（前胃上皮過形成）等に認められた。発が

ん性及び生体にとって問題となる遺伝毒性は認められなかった。また、繁殖能に対す

る影響はなく、発生毒性に対する懸念はないと考えられた。JECFA 及び EFSA にお

いて、食品添加物（香料）又は飼料添加物（着香料）としての使用について、安全性

の懸念はないと評価された。EPA において、農薬としての使用について、人の健康に

影響を及ぼす可能性はないと評価された。いずれの評価機関においても ADI 及び

ARfD は設定されなかった。 

シンナムアルデヒドは、我が国でも食品添加物（香料）として長年使用されてきた

実績から、十分な食経験がある。飼料添加物としての使用実績もあり、これまでに家

畜及び畜産物の安全性に関する特段の問題は認められていない。また、シンナムアル

デヒドが農薬及び飼料添加物として使用された場合、その使用により生ずる作物及び

畜産物への残留によって、通常の食生活において食品から摂取しているシンナムアル

デヒドの量を増加させる可能性は低いと考えられる。 

以上のことから、シンナムアルデヒドは、農薬及び飼料添加物として想定しうる使

用方法に基づき通常使用される限りにおいて、食品に残留することにより人の健康を

損なうおそれのないことが明らかであると考えられる。 
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Ⅰ．評価対象農薬及び飼料添加物の概要 

１．用途 

殺菌剤（農薬） 

着香料（飼料添加物）  

 
２．有効成分の一般名 

和名：シンナムアルデヒド 

英名：cinnamaldehyde 

 
３．化学名 

IUPAC 
和名：(E)-3-フェニル-プロペナール 
英名：(E)-3-Phenyl-propenal 

 
CAS（No. 14371-10-9） 

和名：trans-シンナムアルデヒド 

英名：trans-cinnamaldehyde 

 
４．分子式 

C9H8O 

 
５．分子量 

132.16 

 
６．構造式 

 
 
７．物理的化学的性状 

融点 ：-8.1℃（±0.5℃） 

沸点 ：248℃（±0.5℃） 

密度 ：1.05 g/mL（20℃）（原体） 

蒸気圧 ：580 Pa（40℃） 
 460 Pa（35℃） 
 290 Pa（25℃） 
 220 Pa（20℃） 
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外観(色調及び形状)、臭気 ：淡黄色液体、シナモン様の香気臭 

水溶解度 ：1.58 g/L（pH 5.8、20℃） 

オクタノール/水分配係数 ：mean log Pow = 1.96（pH 5.5、25℃） 

解離定数 ：20℃の水溶液では解離は認められなかった 

 
８．開発の経緯等 

シンナムアルデヒドは、植物中に存在する成分であり、カシア（Cinnamomum 
cassia）及びシナモン（C. verum）の樹皮油中に主成分として含まれる。また、食

品添加物として指定されており、着香目的で清涼飲料水、菓子等に広く使用されて

いる。その使用について対象食品及び使用量の基準は設定されていない。シンナム

アルデヒドは、cis 体及び trans 体の立体異性体が存在するが、市販品では主に合

成された trans-シンナムアルデヒド1が用いられる。 
農薬としては、アビオンコーポレーション株式会社によって開発され、糸状菌の

菌糸伸長や胞子発芽を抑制し、殺菌作用を示すと考えられている。 

飼料添加物としては、着香料の芳香族アルデヒドの規格の一つとして指定されて

おり、家畜の嗜好性の向上を目的として使用されている。対象家畜、添加量等を定

めている規程はないが、国内におけるシンナムアルデヒドの飼料への最大添加量は

28 mg/kg 飼料と報告されている。飼料添加物としての使用実績もあり、これまで

に家畜及び畜産物の安全性に関する特段の問題は認められていない。 

海外においては、米国で農薬として登録2されている。飼料添加物としては、欧州

で使用が認められている。 

シンナムアルデヒドは、ケイ皮アルデヒド（別名）として、ポジティブリスト制

度の導入に伴い、食品衛生法（昭和 22 年法律第 233 号）第 13 条第 3 項の規定に

基づき、人の健康を損なうおそれのないことが明らかであるものとして厚生労働大

臣が定める物質（対象外物質）に暫定的に定められている。今回、農薬取締法に基

づく農薬登録申請（新規：トマト、なす等）がなされ、食品安全基本法（平成 15 年

法律第 48 号）第 24 条第 2 項の規定に基づき、厚生労働大臣から食品安全委員会

に食品健康影響評価の要請がなされた。 

本評価書において、「シンナムアルデヒド」は今回登録申請があった農薬原体の

有効成分である trans-シンナムアルデヒドを示す。 

 

                                            
1 食品添加物公定書（第 9 版）においては、食品添加物シンナムアルデヒドについて、trans 体の化

学式が示されている。 
2 米国において農薬登録されているシンナムアルデヒドの立体異性体の別は不明。 
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Ⅱ．安全性に係る知見の概要 

各種試験成績、海外の評価機関（JECFA、EFSA 及び EPA）の評価書等を基に、

シンナムアルデヒド3に関する科学的知見を整理した。 

検査値等略称は別紙に示されている。 

 
１．残留性について 

（１）残留性確認試験（シャーレ） 

直径 9 cm のガラスシャーレ上に、1,000 mg/L の濃度に調製したシンナムアル

デヒド溶液［原体又は製剤（50%乳剤、500 倍希釈液）］を 1.3 mL 添加し、蓋

をしない状態で 20℃の室内に静置し、直後並びに 1、3、6 及び 24 時間後にシャ

ーレ内のシンナムアルデヒド残留量が測定された。 

結果は表 1 に示されている。 
原体及び乳剤のいずれも、残留量は試験開始後急激に減少し、6 時間後におけ

る残留率は、2.5%以下であった。（参照 3） 

 
表１ 残留性確認試験（シャーレ）における残留量 

被験物質 経過時間(hr) 残留量(mg/シャーレ) 残留率(%) 

原体 

0 1.39 [1.40、1.38] 101 

1 0.338 [0.473、0.202] 24.5 

3 0.094 [0.131、0.056] 6.8 

6 0.006 [0.006、<0.005] 0.4 

24 <0.005 [<0.005、<0.005] <0.3 

乳剤 

0 1.21 [1.24、1.17] 91.1 

1 0.780 [0.791、0.769] 58.9 

3 0.383 [0.431、0.334] 28.9 

6 0.033 [0.037、0.029] 2.5 

24 <0.005 [<0.005、<0.005] <0.3 
・残留量は、シャーレ内残留物のアセトニトリル洗液を用いて測定された（2 枚の 

シャーレの平均値）。[ ]は、各シャーレの残留量を示す。 
・シャーレ 1 枚当たりのシンナムアルデヒド添加量は、原体で 1.38 mg/シャーレ、乳 
剤では 1.32 mg/シャーレであった。 

 
（２）残留性確認試験（葉面） 

なす（品種不明）の葉を、シンナムアルデヒド溶液（50%水和剤又は乳剤、500

倍希釈液）に浸漬処理し、20℃の室内で処理葉を吊り下げて静置し、処理直後並

びに処理 1、3 及び 6 時間後に葉面のシンナムアルデヒド残留量が測定された。 

                                            
3 海外評価書で評価された多くの文献では、立体異性体について明記がなかった。シンナムアルデヒ

ド（CAS No.104-55-2）と示される場合も、97%以上の trans-シンナムアルデヒドが含まれるため

（参照 16、22）、それらの科学的知見も含めて整理した。以下、立体異性体について明記が無い

場合は、試験の被験物質に*を付した。 
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結果は表 2 に示されている。 
処理直後のシンナムアルデヒド残留量は、水和剤で 1.34 g/cm2、乳剤で 5.81 

g/cm2 であった。処理直後のシンナムアルデヒド残留量を 100 とした場合の残

留率は、処理 1 時間後には水和剤で 6%未満、乳剤で 1.5%であった。（参照 3） 

 
表２ 残留性確認試験（葉面）における残留量被験物質 

被験物質 処理後時間(hr) 残留量(g/cm2) 残留率(%) 

水和剤 

0 1.34 100 
1 <0.076 <5.7 
3 <0.072 <5.7 
6 <0.068 <5.1 

乳剤 

0 5.81 100 
1 0.090 1.5 
3 <0.072 <1.2 
6 <0.075 <1.3 

・残留量は、葉のアセトニトリル洗液を用いて測定された（7 葉の平均値）。 
・調製試験溶液の濃度は、水和剤で 994 mg/L、乳剤 1,130 mg/L であった。 
・葉表裏合計面積は約 100～160 cm2/葉（平均 130 cm2/葉）。 

 
残留性確認試験（葉面）で得られた残留量の最大値並びに各作物における重量

及び表面積4から算出された推定残留濃度は表 3 に示されている。 

なす、トマト、ミニトマト及びきゅうりの処理直後の推定残留濃度は 4.4～10.5 

mg/kg、処理 3 時間後以降は 0.1 mg/kg 未満と推定された。（参照 3） 

 
表３ 各作物における推定残留濃度 

作物 重量(g) 
表面積

(cm2) 
推定残留濃度(mg/kg) 

処理直後 1 時間後 3 時間後 6 時間後 
なす 100 160 9.3 0.1 <0.1 <0.1 

トマト 220 165 4.4 0.1 <0.1 <0.1 
ミニトマト 16.0 29.2 10.5 0.2 <0.1 <0.1 
きゅうり 130 150 6.7 0.1 <0.1 <0.1 
注）推定残留値は乳剤処理区の結果に基づき算出された。 

 
（３）家畜における残留性 

家畜にシンナムアルデヒドを経口投与した残留性確認試験は提出されていな

いが、後述のげっ歯類を用いた体内動態試験結果より、シンナムアルデヒドは動

物体内で速やかに吸収、酸化され、ケイ皮酸及び安息香酸に代謝された後、グリ

シン抱合等を受けることに加え、投与後 72 時間で尿及び糞中に 90%TAR 以上が

排泄されることが確認されているため、動物体内に蓄積しないと考えられる。（参

照 18、参照 28） 
                                            
4 重量及び表面積は、一般に販売されている標準的な大きさの各作物 10 個体程度を測定した平均

値。 
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＜残留性についてのまとめ＞ 

シンナムアルデヒドは、植物中に存在する成分であり、シナモン等の樹皮油中

に主成分として含まれる。また、食品添加物としてのシンナムアルデヒドの使用

量に基準はないものの、香料として、一般に調味料、清涼飲料水、菓子等に 8～

5,000 ppm の用量で使用されており、人はこれらの食品からシンナムアルデヒド

を摂取している。（参照 3） 

以上の食品からの摂取状況並びに残留性確認試験の推定残留濃度は申請され

ている使用方法に対して過剰な条件から算出されていること、作物残留は時間の

経過とともに減少すると推測されること及び動物体内で蓄積しないと考えられ

ることを考慮すると、農薬及び飼料添加物としての使用に起因する作物及び畜産

物への残留によって、通常の食生活において食品から摂取しているシンナムアル

デヒドの量を増加させる可能性は低いと考えられる。 

 
２．動物体内動態試験 

（１）ラット及びマウス 

①-１．吸収① 

Fischer 344 ラット（一群雄 3～6 匹）にシンナムアルデヒド*を 50、250 又は

500 mg/kg 体重の用量で単回経口投与して、血中濃度が測定された。 

血中のシンナムアルデヒド濃度は、50 mg/kg 体重投与群では検出限界（0.1 

µg/mL）未満であった。250 及び 500 mg/kg 体重投与群では約 1 μg/mL であり、

バイオアベイラビリティはいずれの用量においても 20%未満と算出された。（参

照 12、22） 

 
①-２．吸収② 

Fischer 344 ラット（雌雄、匹数不明）にシンナムアルデヒド*を 5、15 又は 25 

mg/kg 体重の用量で単回静脈内投与して、血中濃度が測定された。 

全血中のシンナムアルデヒド濃度は二相性に減少し、相の半減期は 4～5 分、

相の半減期は 1.7 時間であった。相では、シンナムアルデヒドは投与後 30 分

で 37%～60%がケイ皮酸へと代謝されると考えられた。また、ラット全血を用い

た in vitro 試験において、シンナムアルデヒドの半減期は 4.5 分であった。（参

照 22） 

 
②．分布 

Fischer 344 ラット（一群雄 8 匹）に非標識シンナムアルデヒド*を 5、50 又

は 500 mg/kg 体重/日の用量で 7 日間経口投与し、最終投与 24 時間後に[3-14C]
シンナムアルデヒド*を同用量で単回経口投与（以下［４.(１)①］において「反

復経口投与」という。）して、体内分布試験が実施された。また、同用量の[3-14C]
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シンナムアルデヒド*を単回経口投与する群も設けられた。 
いずれの投与群においても、投与 24 時間後の全血中放射能は 0.15%TAR 未満

であった。残留放射能は、消化管、腎臓及び肝臓で比較的高く認められた。脂肪

には 0.2%TAR～0.9%TAR 認められ、脳、心臓、肺、脾臓及び精巣ではいずれも

0.3%TAR 未満であった。（参照 12、18、22） 

 
③-１．代謝① 

Fischer 344 ラット（一群雌雄各 4 匹）及び ICR マウス（一群雌雄各 6 匹）に

[3-14C]シンナムアルデヒドを 2 若しくは 250 mg/kg 体重の用量で単回腹腔内投

与し、又は Fischer 344 ラット及び ICR マウス（雄、匹数不明）に[3-14C]シンナ

ムアルデヒドを 250 mg/kg 体重の用量で単回経口投与して、代謝物同定・定量試

験が実施された。 
ラット及びマウスとも、代謝物プロファイルに性別、投与量及び投与経路の違

いによる顕著な差は認められなかった。 

尿中の主要代謝物は馬尿酸であり、ラットでは 73%TRR～87%TRR、マウスで

は 71%TRR～75%TRR 認められた。そのほかに、3-ヒドロキシ-3-フェニルプロ

ピオン酸、安息香酸及びベンゾイルグルクロニドが認められたが、いずれも

10%TRR 以下であった。また、マウスにおいてのみケイ皮酸のグリシン抱合体

（シンナモイルグリシン）が 4%TRR～13%TRR 認められた。（参照 12、18、

22） 

 
③-２．代謝② 

Fischer 344 ラット（一群雄 8 匹）に非標識シンナムアルデヒド*を 5、50 又

は 500 mg/kg 体重/日の用量で 7 日間経口投与し、最終投与 24 時間後に[3-14C]
シンナムアルデヒド*を同用量で単回経口投与して、代謝物同定・定量試験が実

施された。また、同用量の[3-14C]シンナムアルデヒド*を単回経口投与する群も

設けられた。 

反復経口投与群において、5 及び 50 mg/kg 体重/日投与群では、尿中の主要代

謝物として馬尿酸が認められ、そのほかにケイ皮酸及び安息香酸が認められた。

500 mg/kg 体重/日投与群における尿中の主要代謝物は安息香酸であった。 
単回経口投与群では、いずれの投与量においても、尿中の主要代謝物として馬

尿酸が認められた。（参照 12、22） 

 
③-３．代謝③ 

Fischer ラット（一群雄 3～6 匹）にシンナムアルデヒド*を 50、250 又は 500 

mg/kg 体重の用量で単回経口投与して、代謝物同定・定量試験が実施された。 
尿中の主要代謝物として、馬尿酸が認められた。そのほかに、ケイ皮酸（グル

クロン酸抱合体を含む）が僅かに認められた。（参照 12、22） 
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シンナムアルデヒドのラット及びマウスにおける主要代謝経路は、①酸化に

よるケイ皮酸及び安息香酸の生成、②安息香酸のグリシン抱合による馬尿酸の

生成であると考えられた。 

 

④-１．排泄① 

Fischer 344 ラット（一群雌雄各 4 匹）及び ICR マウス（一群雌雄各 6 匹）に

[3-14C]シンナムアルデヒドを 2 若しくは 250 mg/kg 体重の用量で単回腹腔内投

与し、又は Fischer 344 ラット（雄、匹数不明）に[3-14C]シンナムアルデヒドを

250 mg/kg 体重の用量で単回経口投与して、尿及び糞中排泄試験が実施された。 

ラット及びマウスとも、排泄パターンに性別、投与量及び投与経路の違いによ

る顕著な差は認められなかった。 

いずれの投与群でも、投与後 24 時間で 70%TAR～90%TAR が尿中に排泄さ

れ、投与後 72 時間で 94%TAR 以上が尿及び糞中に排泄された。投与 72 時間後

のカーカス5中放射能は 2%TAR 未満であった。（参照 12、22） 

 
④-２．排泄② 

Fischer 344 ラット（一群雄 8 匹）に非標識シンナムアルデヒド*を 5、50 又

は 500 mg/kg 体重/日の用量で 7 日間経口投与し、最終投与 24 時間後に[3-14C]

シンナムアルデヒド*を同用量で単回経口投与して、尿及び糞中排泄試験が実施

された。また、同用量の[3-14C]シンナムアルデヒド*を単回経口投与する群も設

けられた。 

いずれの投与群においても、最終投与後 24 時間で、尿中に 80%TAR 超、糞中

に 7%TAR 未満が排泄された。（参照 12、22） 

 
④-３．排泄③ 

[3-14C-d5]シンナムアルデヒド*を 330 mg/kg 体重の用量で Fischer 344 ラッ

ト（雄、匹数不明）に単回経口投与し、又は ICR マウス（性別及び匹数不明）に

単回腹腔内投与して、尿及び糞中排泄試験が実施された。 

投与放射能は、ラットでは投与後 24 時間で尿中に 77%TAR、糞中に 16%TAR
排泄され、主に尿中に排泄された。また、投与後 72 時間で尿及び糞中に 90%TAR

超が排泄された。マウスでは、尿及び糞中に、投与後 24 時間で 80%TAR が、投

与後 72 時間で 93%TAR 超が、それぞれ排泄された。（参照 12、18） 

 

                                            
5 組織・臓器を取り除いた残渣のことをカーカスという（以下同じ。）。 
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３．急性毒性試験等 

（１）急性毒性試験（経口投与）① 

シンナムアルデヒド*のラット、マウス及びモルモットを用いた急性毒性試験

（経口投与）が実施された。 

結果は表 4 に示されている。（参照 13、22） 

 
表４ 急性毒性試験結果概要（経口投与） 

動物種 LD50(mg/kg 体重) 観察された症状 

ラット a 2,220～3,400 抑うつ、下痢及び削痩 b 

マウス a 2,230～3,400 痙攣、運動失調及び呼吸促進 b 

モルモット a 1,160～3,400 昏睡後死亡 
a：系統、性別等について詳細不明 
b：各症状が認められた投与量については、参照した資料に記載がなかった。 

 
（２）急性毒性試験（経口投与）②＜参考資料6＞ 

シンナムアルデヒド（製剤：97%くん蒸剤）のラットを用いた急性毒性試験（経

口投与）が実施された。 

結果は表 5 に示されている。（参照 3、4） 

 
表５ 急性毒性試験概要（経口投与、製剤） 

動物種 
性別・匹数 

LD50(mg/kg 体重) 
観察された症状 

雄 雌 

SD ラット 
一群雌 3 匹 a 

 

300～
2,000 

投与量：300 及び 2,000 mg/kg 体重 
2,000 mg/kg 体重：自発運動低下、筋緊張低

下、正向反射低下、聴覚機能(プライエル反

射)低下、緩徐呼吸、低体温、部分閉眼、流

涎、流涙、立毛及び胸郭内の暗赤色体液 
 
2,000 mg/kg 体重で死亡例(2 例) 

／：該当なし 
a：毒性等級法による評価。溶媒としてオリーブ油が用いられた。 

 
４．亜急性毒性試験 

（１）10、30 及び 90 日間亜急性毒性試験（ラット） 

Wistarラット（一群雄 6匹）を用いたシンナムアルデヒド*の強制経口投与（0、

2.14、6.96、22.6 及び 73.5 mg/kg 体重/日、溶媒不明）による 10、30 及び 90 日

間亜急性毒性試験が実施された。病理組織学的検査は腎臓についてのみ実施され

た。 

10 及び 30 日間亜急性毒性試験群において、検体投与による影響は認められな

                                            
6 製剤を用いた試験であることから参考資料とした。 
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かった。 
90 日間亜急性毒性試験群において、73.5 mg/kg 体重/日投与群で、体重増加抑

制及び摂餌量減少のほか、腎臓の絶対及び比重量の減少、血清中タンパク質及び

グルコースの減少、血清中 Cre 及び BUN の増加並びに尿中タンパク質、グルコ

ース及びCreの増加が認められた。また、腎ホモジネート及び血清においてALP、

LDH、GGT、AST 及び ALT の増加が認められ、尿中においても ALP、LDH、

GGT及びASTの増加が認められた。同投与群では、腎糸球体毛細血管のうっ血、

線維性円柱を伴う軽微な尿細管変性及び有糸分裂の増加が認められた。 

腎臓で認められた病理組織学的変化や ALP、LDH、GGT、AST 及び ALT 増

加並びに尿検査結果は、雄ラット特有の2u-グロブリン沈着に起因した腎症であ

り、ヒトには外挿されない所見と考えられた。 

本試験における無毒性量は、本試験の最高用量 73.5 mg/kg 体重/日であると考

えられた。（参照 15） 

 
（２）12 週間亜急性毒性試験（ラット） 

ラット（系統不明、一群雌雄各 5 匹）を用いたシンナムアルデヒド*の混餌投

与（平均検体摂取量：0、58、110 及び 230 mg/kg 体重/日）による 12 週間亜急

性毒性試験が実施された。 
本試験において、検体投与による毒性影響は認められなかった。（参照 12） 

 
（３）13 週間亜急性毒性試験（ラット） 

Fischer 344/N ラット（一群雌雄各 10 匹）を用いたシンナムアルデヒドの混

餌投与（マイクロカプセル化シンナムアルデヒド7：0%、1.25%、2.5%、5.0%及

び 10%：平均検体摂取量は 0、620、1,250、2,500 及び 5,000 mg/kg 体重/日相

当）による 13 週間亜急性毒性試験が実施された。病理組織学的検査は 2,500 

mg/kg 体重/日以上投与群及び対照群についてのみ実施された。 

1,250 mg/kg 体重/日以上投与群の雌雄で体重増加抑制が認められた。また、投

与 1 週に摂餌量減少が認められたが、摂食忌避によるものと考えられた。 

血液生化学的検査では、5,000 mg/kg 体重/日投与群の雌雄で胆汁酸塩及び ALT

増加が認められ、軽度な胆汁うっ滞によるものと考えられた。 
肉眼的及び病理組織学的検査の結果、いずれの投与群においても、腺胃及び前

胃に刺激性変化が認められた。本試験における無毒性量は 620 mg/kg 体重/日で

あると考えられた。（参照 12、18） 

 

                                            
7 揮散及び酸化によるケイ皮酸への分解を防ぐために、デンプンを用いてマイクロカプセル化した被

験物質が用いられた。対照群について、基礎飼料投与群及び賦形剤（被験物質を含まないマイクロ

カプセル）投与群が設けられた（以下同じ。）。 
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（４）14 週間亜急性毒性試験（ラット） 

Fischer 344/N ラット（一群雌雄各 10 匹、主群及び臨床検査群）を用いたシン

ナムアルデヒドの混餌投与（マイクロカプセル化シンナムアルデヒド：0、4,100、

8,200、16,500 及び 33,000 ppm：平均検体摂取量は表 6 参照）による 14 週間亜

急性毒性試験が実施された。 

 
表６ 14 週間亜急性毒性試験（ラット）の平均検体摂取量 

投与群 4,100 ppm 8,200 ppm 16,500 ppm 33,000 ppm 
平均検体摂取量 a 

(mg/kg 体重/日) 
雄 275 625 1,300 4,000 
雌 300 570 1,090 3,100 

a：試験期間を通して餌こぼしが認められたことから、実際の摂取量に比べて過大となっている。 

 
各投与群で認められた毒性所見は表 7 に示されている。 

本試験において、8,200 ppm 以上投与群で前胃上皮過形成等が認められたこと

から、無毒性量は 4,100 ppm（雄：275 mg/kg 体重/日、雌：300 mg/kg 体重/日）

であると考えられた。（参照 15、18、22） 

 
表７ 14 週間亜急性毒性試験（ラット）で認められた毒性所見 

投与群 雄 雌 
33,000 ppm ・体重減少(投与期間累積) 

・ALT 及び BUN 増加 
・胆汁酸増加 

・体重増加抑制(投与期間累積) 
・ALT 及び BUN 増加 
・胆汁酸増加 
・前胃上皮潰瘍 

16,500 ppm 以

上 
・削痩 
・体重増加抑制(投与期間累積) 
・Hb、Ht 及び RBCa並びに Neu
増加 

・Ret 減少 

・TP 減少 
・前胃上皮慢性炎症 b及び潰瘍 

・削痩 
・Hb、Ht 及び RBCa並びに Neu

増加 
・Ret 減少 

・前胃上皮慢性炎症 b 

8,200 ppm 以上 ・前胃上皮過形成 b ・MCV 及び MCH 減少 

・Alb 及び TP 減少 
・前胃上皮過形成 b 

4,100 ppm 毒性所見なし 毒性所見なし 

・4,100 ppm 以上投与群の雌雄で摂餌量減少が認められたが、摂餌忌避によるものと考えられた。 
a：投与 5 日に顕著に認められ、投与期間に従い増加の程度は減少した。 
b：JECFA は検体の刺激に起因するものと評価している。 

 
（５）16 週間亜急性毒性試験（ラット） 

Osborne–Mendel ラット（一群雌雄各 10 匹）を用いたシンナムアルデヒド*の

混餌投与（0、1,000、2,500 及び 10,000 ppm：平均検体摂取量は 50、120 及び

500 mg/kg 体重/日相当）による 16 週間亜急性毒性試験が実施された。 

病理組織学的検査において、10,000 ppm 投与群の雌雄（3 又は 4 匹/性）に軽
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度な肝細胞腫脹及び軽度な前胃上皮の過角化（又は角化亢進）が認められた。 
本試験における無毒性量は 2,500 ppm（120 mg/kg 体重/日）であると考えら

れた。（参照 12、18、22） 

 
（６）４か月間亜急性毒性試験（ラット） 

白色ラット（系統不明、雄 12 匹）を用いたシンナムアルデヒド*の強制経口投

与（68 mg/kg 体重/日、溶媒：ヒマワリ油）による 4 か月間亜急性毒性試験が実

施された。 

血液生化学的検査及び病理組織学的検査において、肝毒性を示唆する変化は認

められなかった。（参照 12） 

 
（７）14 週間亜急性毒性試験（マウス） 

B6C3F1 マウス（一群雌雄各 10 匹）を用いたシンナムアルデヒドの混餌投与

（マイクロカプセル化シンナムアルデヒド：0、4,100、8,200、16,500 及び 33,000 

ppm：平均検体摂取量は表 8 参照）による 14 週間亜急性毒性試験が実施された。 

 
表８ 14 週間亜急性毒性試験（マウス）の平均検体摂取量 

投与群 4,100 ppm 8,200 ppm 16,500 ppm 33,000 ppm 
平均検体摂取量 
(mg/kg 体重/日) 

雄 650 1,320 2,550 5,475 
雌 625 1,380 2,680 5,200 

 
各投与群で認められた毒性所見は表 9 に示されている。 

本試験において、8,200 ppm 以上投与群の雌雄で体重増加抑制等が認められた

ことから、無毒性量は雌雄とも 4,100 ppm（雄：650 mg/kg 体重/日、雌：625 

mg/kg 体重/日）であると考えられた。（参照 15、18、22） 
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表９ 14 週間亜急性毒性試験（マウス）で認められた毒性所見 

投与群 雄 雌 
33,000 ppm ・Ht、Hb 及び RBC 増加 ・摂餌量減少 

16,500 ppm 以

上 
・死亡 a 

・削痩及び嗜眠 
・WBC 及び Lym 減少 
・前胃粘膜扁平上皮過形成 b、c 

・鼻腔嗅上皮変性(軽微～軽度) 

・削痩 
・MCV 及び MCH 減少 
・鼻腔嗅上皮変性(軽微～軽度) 

8,200 ppm 以上 ・MCV 及び MCH 減少 
・体重増加抑制 

・体重増加抑制 
・前胃粘膜扁平上皮過形成 b、d 

4,100 ppm 毒性所見なし 毒性所見なし 
a：16,500 ppm 投与群で 5 例、33,000 ppm 投与群で 8 例が、投与 2 及び 3 週に認められた。対照群及

び 4,100 ppm 投与群においても各 1 例の雄が投与 1 週に死亡しており、摂餌忌避のほか、給餌器の
不具合による影響が考えられた。 

b：JECFA では被験物質の刺激に起因するものと評価された。 
c：1 例に認められた。33,000 ppm 投与群では認められていない。 
d：8,200 ppm 投与群では 1 例、33,000 ppm 投与群では 4 例に認められた。16,500 ppm 投与群では認

められていない。 

 
（８）28 日間亜急性毒性試験（マウス） 

BALB/c マウス（一群雌 10 匹）を用いたシンナムアルデヒド*の強制経口投与

（1、2 及び 4 mg/kg 体重/日、溶媒不明）による 28 日間亜急性毒性試験が実施

された。 

本試験において、検体投与による毒性影響は認められなかったことから、無毒

性量は、本試験の最高用量 4 mg/kg 体重/日であると考えられた。（参照 15） 

 
（９）２又は３週間亜急性毒性試験（ラット及びマウス） 

F344/N ラット及び B6C3F1 マウス（いずれも性別及び匹数不明）を用いて、

シンナムアルデヒド*の強制経口投与（ラット：235、470、940、1,880 及び 3,750 

mg/kg 体重、マウス：656、1,310、2,620、5,250 及び 10,500 mg/kg 体重、溶媒：

コーン油）又は混餌投与（マイクロカプセル化シンナムアルデヒド*、2,340、4,690、
9,375、18,750 及び 37,500 ppm：平均検体摂取量はラット：188、375、750、

1,500 及び 3,000 mg/kg 体重/日、マウス：474、948、1,875、3,750 及び 7,500 

mg/kg 体重/日）による 2 又は 3（混餌投与群、マウスのみ）週間亜急性毒性試験

が実施された。 

強制経口投与群において、940 mg/kg 体重以上投与群のラット及び 2,620 

mg/kg 体重以上投与群のマウスが死亡又は切迫と殺された。混餌投与群では、ラ

ット及びマウスのいずれも検体投与による死亡は認められなかった。 

いずれの投与方法においても、ラット及びマウスのいずれも前胃上皮過形成が

認められた。また、混餌投与群において、雌雄ラット及び雌マウスで生殖器官及
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び副性腺における形成不全が認められた8。（参照 22） 

 
５．慢性毒性試験及び発がん性試験 

（１）２年間発がん性試験（ラット） 

Fischer 344/N ラット（一群雌雄各 50 匹）を用いたシンナムアルデヒドの混

餌投与（マイクロカプセル化シンナムアルデヒド：0、1,000、2,100 及び 4,100 
ppm：平均検体摂取量は 0、50、100 及び 200 mg/kg 体重/日相当）による 2 年

間発がん性試験が実施された。 

4,100 ppm 投与群の雌雄で体重増加抑制（雄：投与 1 週以降、雌：投与 18 週

以降）が認められた。また、2,100 ppm 以上投与群の雄及び 4,100 ppm 投与群

の雌で、投与初期及び投与終了時期に摂餌量減少が認められた。 

検体投与により発生頻度が増加した腫瘍性病変は認められなかった。 
本試験において、いずれの投与群においても検体投与による毒性影響は認めら

れなかったことから、無毒性量は雌雄とも本試験の最高用量 4,100 ppm（雌雄：

200 mg/kg 体重/日）であると考えられた。発がん性は認められなかった。（参照

15、16、18、22） 

 
（２）２年間発がん性試験（マウス） 

B6C3F1 マウス（一群雌雄各 50 匹）を用いたシンナムアルデヒドの混餌投与

（マイクロカプセル化シンナムアルデヒド：0、1,000、2,100 及び 4,100 ppm：

平均検体摂取量は 0、125、270 及び 540（雄）又は 570（雌）mg/kg 体重/日相

当）による 2 年間発がん性試験が実施された。 

2,100 ppm 投与群の雄で生存率低下が認められたが、他の投与群では対照群と

の差は認められなかった。 
2,100 ppm 以上投与群の雌雄で投与期間を通じて体重増加抑制が認められた。

また、1,000 ppm 投与群の雄では投与 74 週以降に体重増加抑制が認められた。

いずれの投与群においても、摂餌量には検体投与による影響は認められなかった。 

4,100 ppm 投与群の雄及び 2,100 ppm 以上投与群の雌で鼻腔嗅上皮色素（リ

ポフスチン）沈着の増加が認められたが、色素沈着の程度は軽微であり嗅上皮細

胞の形態は保たれていたことから、毒性影響ではないと考えられた。 
検体投与により発生頻度が増加した腫瘍性病変は認められなかった。 

本試験において、いずれの投与群においても検体投与による毒性影響は認めら

れなかったことから、無毒性量は雌雄とも本試験の最高用量 4,100 ppm（雄：540 

mg/kg 体重/日、雌：570 mg/kg 体重/日）であると考えられた。発がん性は認め

られなかった。（参照 15、16、18、22） 

 

                                            
8 所見が認められた用量について参照した資料に記載がなかった。 
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６．生殖発生毒性試験 

（１）２世代繁殖試験（ラット）＜参考資料9＞ 

ラット（系統、性別及び匹数不明）にシンナムアルデヒド*を隔日で投与（投与

経路不明、2 mg、投与期間：210 又は 223 日間）して、2 世代繁殖試験が実施さ

れた。 

本試験において、検体投与による毒性影響は認められなかった。繁殖能に対す

る影響は認められなかった。（参照 22） 

 
（２）発生毒性試験（ラット） 

SD ラット（一群雌 14～16 匹）の妊娠 7～17 日にシンナムアルデヒド*を強制

経口投与（0、5、25 及び 250 mg/kg 体重/日、溶媒：オリーブ油）して、発生毒

性試験が実施された。 
母動物において、25 mg/kg 体重/日以上投与群で体重増加抑制が認められた。 

胎児において、25 mg/kg 体重/日投与群で 2 つ以上の胸骨分節異常を有する胎

児数の増加が、5 及び 25 mg/kg 体重/日投与群で腎盂拡張、腎乳頭小型化及び尿

管拡張が、5 mg/kg 体重/日以上投与群において頭蓋骨の骨化不良が認められた。 

本試験について、いずれの所見も発生頻度に用量相関性が認められず、母動物

の体重増加抑制に起因する可能性が考えられた。（参照 12） 

 
（３）発生毒性試験（マウス） 

ICR マウス（雌 49 匹）の妊娠 6～13 日にシンナムアルデヒド*を強制経口投

与（1,200 mg/kg 体重/日、溶媒：コーン油）して、発生毒性試験が実施された。 

本試験において、検体投与による毒性影響は認められなかった。（参照 22） 

 
（４）発生毒性試験（マウス）＜参考資料10＞ 

ICR マウス（交尾成立雌 50 匹、交尾確認日＝妊娠 1 日、妊娠成立は 34 匹）

の妊娠 7～14 日にシンナムアルデヒドを強制経口投与（1,200 mg/kg 体重/日、溶

媒：コーン油）し、全例を自然分娩させて次世代の生存を観察する生殖毒性スク

リーニング試験が実施された。 

本試験において、検体投与による毒性影響は認められなかった。（参照 22、26） 

 
＜生殖発生毒性試験のまとめ＞ 

JECFA、EFSA 及び EPA の評価において生殖発生毒性に関する懸念の記載は

なかったことから、食品安全委員会はこれら国際リスク評価機関の評価が妥当で

あると判断し、繁殖能に対する影響はなく、発生毒性に対する懸念はないと評価

                                            
9 試験の詳細が不明であることから、参考資料とした。 
10 試験の詳細が不明であることから、参考資料とした。 
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した。 

 
７．遺伝毒性試験 

シンナムアルデヒドについて、細菌を用いた DNA 修復試験及び復帰突然変異

試験、培養細胞を用いた DNA 鎖切断試験、姉妹染色分体交換試験及び染色体異

常試験、ショウジョウバエを用いた伴性劣性致死試験、ラットを用いた UDS 試

験、トランスジェニックマウスを用いた遺伝子突然変異試験並びにラット及びマ

ウスを用いた in vivo 小核試験が実施された。 

結果は表 10 に示されている。 

DNA 損傷を指標にした試験では、細菌を用いた DNA 修復試験で陽性、マウ

スリンパ腫細胞を用いた DNA 鎖切断試験で陽性、チャイニーズハムスター卵巣

由来細胞を用いた姉妹染色分体交換試験では陰性と弱陽性の報告があった。ラッ

トの肝細胞を用いた in vivo UDS 試験では陰性であった。 

復帰突然変異試験では TA100 株で陽性の報告が 2 例あったが、いずれも対照

の 2 倍を僅かに超える程度の弱い増加であった。復帰突然変異試験①（2016 年

の GLP 試験）を含むほかの 10 例の試験においては TA100 株で陰性であり、明

確な再現性は確認されなかった。シンナムアルデヒドを 28 日間経口投与したト

ランスジェニックマウスの肝細胞及び小腸細胞を用いた遺伝子突然変異試験

（TGR 法）ではいずれも陰性であった。また、ショウジョウバエを用いた伴性劣

性致死試験は陰性であった。 

In vitro 染色体異常試験では、チャイニーズハムスター線維芽細胞及び B241

細胞において染色体異常の誘発が認められたが、チャイニーズハムスター卵巣由

来細胞では、より高用量まで試験したが陰性であった。ラット及びマウスの骨髄

細胞並びにマウスの末梢血を用いた in vivo小核試験ではいずれも陰性であった。 
十分に高用量まで試験された各種 in vivo 試験の結果を考慮して、シンナムア

ルデヒドには生体にとって問題となる遺伝毒性はないものと考えられた。（参照

3、10、12、15～17、22～25） 
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表 10 遺伝毒性試験結果  

試験 対象 処理濃度・投与量 結果 参照 

in 
vitro 

DNA 
修復試験①a 

Bacillus subtilis 
(M45、H17 株) 

200 µg/ディスク(-S9) 
陽性 b 

12、16、
17 

DNA 
修復試験②a 

B. subtilis 
(M45、H17 株) 

10 µL/ディスク(10,500 µg/ 
ディスク)(-S9) 

陽性 b 
12、16、
17 

DNA 
修復試験③a 

B. subtilis 
(M45、H17 株) 

10 µL/ディスク(10,500 µg/ 
ディスク)(+/-S9) 

陽性 b 
12、16、
17 

DNA 
修復試験④a 

B. subtilis 
(M45、H17 株) 

21 µg/ディスク(-S9) 
陰性 

12、16、
17 

復帰突然変異

試験① 

Salmonella 
typhimurium 
(TA98、TA100、 
TA102、TA1535、 
TA1537 株) 

15〜1,500 µg/プレート 
(+/-S9) 
(プレート法及びプレインキ

ュベーション法) 
陰性 

3、10 

復帰突然変異

試験②a 

S. typhimurium 
(TA98、TA100、
TA1535、TA1537 株) 
Escherichia coli 
(WP2 uvrA 株) 

39.1～1,250 µg/プレート 
(+/-S9) 
(プレインキュベーション法) 陽性 c 
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復帰突然変異

試験③a 

S.typhimurium 
(TA98、TA100、 
TA1535、TA1537、
TA1538 株) 
Escherichia coli 
(WP2 uvrA 株) 

600 µg/プレート 
(プレインキュベーション法： 
+S9、プレート法：-S9) 

陰性 

12、16、
17 

復帰突然変異

試験④ 

S. typhimurium 
(TA98、TA100、 
TA1535、TA1537 株) 

10,000 µg/プレート(+/-S9) 
陰性 

12、16、
17 

復帰突然変異

試験⑤a 

S. typhimurium 
(TA104 株) 

0.8 µmol(105 µg)(+/-S9) 
(プレインキュベーション法) 

陰性 
12、16、
17 

復帰突然変異

試験⑥a 
S. typhimurium  
(TA98、TA100 株) 

～500 µg/プレート(+/-S9) 
(プレインキュベーション法) 

陽性 c 
12、16、
17 

復帰突然変異

試験⑦a 

S. typhimurium 
(TA92、TA94、TA98、 
TA100、TA1535、 
TA1537 株) 

500 µg/プレート(+/-S9) 
(プレート法及びプレインキ

ュベーション法) 
陰性 

12、16、
17 

復帰突然変異

試験⑧ 

S. typhimurium 
(TA98、TA100 株) 

0.05～500 µg/プレート 
(+/-S9) 
(プレート法及びプレインキ

ュベーション法) 

陰性 

12、16、
17 

復帰突然変異

試験⑨a 

S. typhimurium 
(TA97、TA98、 
TA100 株) 

1,000 µg/mL(+/-S9) 
(プレインキュベーション法) 陰性 

12、16、
17 

復帰突然変異

試験⑩ 

S. typhimurium 
(TA98、TA100、 
TA1535、TA1537 株) 

1～333 µg/プレート(+/-S9) 
(プレインキュベーション法) 陰性 

12、16、
17、22 
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試験 対象 処理濃度・投与量 結果 参照 

復帰突然変異

試験⑪ 

S. typhimurium 
(TA100 株) 

5 µmol(661 µg)/プレート 
(+/-S9) 
(プレインキュベーション法) 

陰性 
12、16、
17 

復帰突然変異

試験⑫a 

S. typhimurium  
(TA100、TA102、
TA104 株) 

25～300 µg/プレート(+/-S9) 
陰性 d 

15、22 

復帰突然変異

試験⑬a 
S. typhimurium 
(TA98、TA100 株) 

165～661 g/プレート 
(+/-S9) 

陰性 15、17 

復帰突然変異

試験⑭a 
E. coli  
(WP2 uvrA 株) 

800 µg/プレート(-S9) 
陰性 

12、16、
17 

DNA 鎖切断

試験 a 

マウスリンパ腫細胞 
(L1210) 

500 µmol(66.1 mg)/4 mL 
(-S9) 

陽性 e 
12、16、
17 

姉妹染色分体

交換試験①a 
チャイニーズハムス

ター卵巣由来細胞 
33.3 µmol/L(4,401 µg/L) 
(-S9) 

陰性 
12、16、
17 

姉妹染色分体

交換試験② 
チャイニーズハムス

ター卵巣由来細胞 
0.34～6.8 µg/mL(-S9) 
3.4～91.8 µg/mL(+S9) 

弱陽性 f 
12、16、
17、22 

染色体 
異常試験①a 

チャイニーズハムス

ター線維芽細胞 
～15 µg/mL(-S9) 

陽性 12、16、
17 

染色体 
異常試験②a 

チャイニーズハムス

ターB241 細胞 
10、20 nmol/L(2.6 µg/L) 
(-S9) 
10 nmol/L(1.3 µg/L)(+/-S9) 

陽性 
12、16、
17 

染色体 
異常試験③ 

チャイニーズハムス

ター卵巣由来細胞 
18.3 µg/mL(-S9) 
100 µg/mL(+S9) 

陰性 
12、16、
17、22 

in 
vivo 

伴性劣性致死

試験 
ショウジョウバエ 800 µg/g 

(3 日間混餌投与) 
陰性 

12、16、
17、22 

UDS 試験 a 
ラット 
(肝細胞) 

50、200、1,000 mg/kg 体重 
(強制経口投与) 

陰性 
12、16、
17、24 

遺伝子突然 
変異試験 a 

C57BL/6J gpt delta 
トランスジェニック

マウス(肝及び小腸細

胞) 
(一群雄 5 匹) 

500、1,000 mg/kg 体重/日 
(28 日間経口投与) 

陰性 
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小核試験①a 
マウス 
(骨髄細胞) 

500 mg/kg 体重 
(腹腔内投与) 

陰性 
12、16、
17 

小核試験② 

ラット及びマウス 
(骨髄細胞) 

550、1,100 mg/kg 体重 
(ラット) 
850、1,700 mg/kg 体重 
(マウス) 
(いずれも強制経口投与) 

陰性 g 

12、16、
17、25 

小核試験③a 

B6C3F1マウス 
(末梢血) 
(一群雌雄各 5 匹) 

雄：650、1,320、2,550 及び

5,475 mg/kg 体重/日 
雌：625、1,380、2,680 及び

5,200 mg/kg 体重/日 
(14 週間混餌投与) 

陰性 

15、22 

注）+/-S9：代謝活性化系存在下及び非存在下 
a：被験物質の立体異性体の情報が明らかでなかった。 
b：EFSA では、試験の妥当性が十分でないと判断された。 



23 

c：TA100 株のみ陽性の結果（対照の 2 倍を僅かに超える程度の増加）が認められた。 
d：JECFA での評価。NTP では、TA100 株においてマウス由来の S9 を用いた代謝活性化系存在下の

み、弱陽性の結果と評価された。 
e：細胞毒性の認められる用量のみ陽性の結果が認められた。 
f：細胞毒性の認められる用量付近のみで弱陽性の結果が認められた。 
g：肝細胞を用いた小核試験では陽性であったが、供試動物は 2/3 肝部分切除を受けており、EFSA で

は試験の妥当性は不明確と判断された。前胃粘膜細胞を用いた小核試験では陽性であったが、EFSA
では遺伝毒性のエンドポイントとして疑義があると判断された。ラットの前胃粘膜細胞及び肝細胞
での DNA 断片化は認められなかった。 

 

８．経皮投与、吸入ばく露等試験 

（１）急性毒性試験（経皮投与及び吸入ばく露）＜参考資料11＞ 

シンナムアルデヒド（製剤：97%くん蒸剤）のラットを用いた急性毒性試験（経

皮投与及び吸入ばく露）が実施された。 

結果は表 11 に示されている。（参照 3、5、6） 

 
表 11 急性毒性試験概要（経皮投与及び吸入ばく露、製剤） 

投与経路 
動物種 

性別・匹数 
LD50(mg/kg 体重) 

観察された症状 
雄 雌 

経皮 a SD ラット 
雌雄各 5 匹 

>2,000 >2,000 

雌雄：紅斑 
雌：痂皮 
 
死亡例なし 

吸入 b 
Wistar ラット 
雌雄各 5 匹 

LC50(mg/L) 呼吸数減少、喘鳴、無気力、運動失調

及び体重減少 
 
死亡例なし 

>5.16 >5.16 

a：24 時間閉塞塗布 
b：4 時間ばく露（エアロゾル） 

 
（２）眼・皮膚に対する刺激性及び皮膚感作性試験＜参考資料12＞ 

シンナムアルデヒド（製剤：97%くん蒸剤）の NZW ウサギを用いた眼及び皮

膚刺激性試験が実施された。その結果、眼及び皮膚刺激性が認められ、眼では白

色分泌液、結膜発赤（軽度～中等度）及び浮腫（中等度～重度）、虹彩充血並び

に角膜混濁（軽度～中等度）が、皮膚では処理部位の紅斑及び浮腫（軽度～重度）、

皮膚の柔軟性の消失、荒れ並びに乾燥が認められた。 

シンナムアルデヒド（製剤：97%くん蒸剤）の CBA/J マウスを用いた皮膚感

作性試験（局所リンパ節試験、BrdU-ELISA 法）が実施され、結果は陽性であっ

た。（参照 3、7～9） 

 

                                            
11 製剤を用いた試験であることから参考資料とした。 
12 製剤を用いた試験であることから参考資料とした。 
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９．その他の試験 

（１）細胞形質転換試験 

シンナムアルデヒドを BALB/c-3T3 細胞に処理して実施された細胞形質転換

試験において、0.0378～0.0605 mmol/L の用量で陽性の結果が得られた。 

シンナムアルデヒド（10 nmol/L）を処理し、形質転換されたチャイニーズハ

ムスターB241 細胞（1×106 細胞）をヌードマウス（雄、7 匹）に皮下注射した

結果、6 匹で注射部位に結節が形成され、1 匹で肝臓及び脾臓に結節が認められ

た。 

ヒト線維芽細胞（HAIN-55）を用いた試験において、シンナムアルデヒド（用

量：5～80 nmol/L）処理による形質転換は認められなかった。（参照 12、22） 

 
１０．国際機関等における評価の概要 

（１）JECFA における評価 

シンナムアルデヒドは、シンナミルアルコール、ケイ皮酸等、化学構造が関連

する 55 物質から構成される香料グループ（Cinnamyl alcohol and related 

substances）として 2001 年に評価された。 

シンナムアルデヒドは、JECFA における香料の評価方法において、構造クラ

ス I に分類された。米国及び欧州でのシンナムアルデヒドの摂取量が構造クラス

I の摂取許容量（1,800 µg/人/日）を超えると推計されたことから、ラットを用い

た 13 週間亜急性毒性試験［４.(３)］で得られた無毒性量 620 mg/kg 体重/日と

の比較が行われ、米国では 600 倍以上、欧州では 10,000 倍以上の十分なばく露

マージンがあることが確認された。シンナムアルデヒドを含む香料グループにつ

いて、現在の摂取量では安全性の懸念はないと評価された。 

また、2017 年に、同グループの追加の試験成績に基づく評価が行われた。シン

ナムアルデヒドの亜急性毒性試験、遺伝毒性試験等が追加され、ラットを用いた

14 週間亜急性毒性試験［４.(４)］で得られた無毒性量 275 mg/kg 体重/日と比

較し、十分なばく露マージンが確認され、2001 年の結論が支持された。（参照

11、14） 

 
（２）EFSA における評価 

シンナムアルデヒドは、EU において農薬として登録されていない。食品添加

物（香料）として、シンナムアルデヒドを含む香料グループについて、2009 年に

評価され、シンナムアルデヒドは生体において問題となる遺伝毒性及び発がん性

は認められないと評価された。また、飼料添加物（着香料）としても評価され、

飼料添加物として使用される濃度において、安全上の懸念は生じないと評価され

た。（参照 16、17、18） 
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（３）FDA 及び EPA における評価 

シンナムアルデヒドは、FDA により GRAS（Generally Recognized As Safe：

一般に安全とみなされる）物質に分類されており、殺菌剤、殺虫剤等の農薬及び

食品添加物としての使用が認められている。 

農薬の評価においては、毒性が低い13ことや食品添加物としての食経験が長い

ことを理由として、農薬として使用される限りにおいては人の健康に影響を及ぼ

す可能性はないと 2010 年に評価された。 

また、使用基準に基づき農薬として使用される場合において、食品中の残留基

準値の設定は免除されており、食品を介した農薬シンナムアルデヒドのばく露は

想定されないと評価された。（参照 21） 

                                            
13 主に急性毒性試験結果に基づき判断された。なお、毒性が低いとの判断に基づき、亜急性毒性試

験、変異原性試験、発生毒性試験等については、生物由来農薬としての登録に当たり試験成績の

提出が免除されている。 
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Ⅲ．食品健康影響評価 

参照に挙げた資料を用いて、対象外物質「シンナムアルデヒド」の食品健康影響

評価を実施した。 

各種毒性試験の結果から、シンナムアルデヒド投与による影響は、亜急性毒性試

験において、高用量で体重（増加抑制）、胃（前胃上皮過形成）等に認められた。

発がん性及び生体にとって問題となる遺伝毒性は認められなかった。また、繁殖能

に対する影響はなく、発生毒性に対する懸念はないと考えられた。JECFA 及び

EFSA において、食品添加物（香料）又は飼料添加物（着香料）としての使用につ

いて、安全性の懸念はないと評価された。EPA において、農薬としての使用につい

て、人の健康に影響を及ぼす可能性はないと評価された。いずれの評価機関におい

ても ADI 及び ARfD は設定されなかった。 

シンナムアルデヒドは、我が国でも食品添加物（香料）として長年使用されてき

た実績から、十分な食経験がある。飼料添加物としての使用実績もあり、これまで

に家畜及び畜産物の安全性に関する特段の問題は認められていない。 

また、シンナムアルデヒドが農薬及び飼料添加物として使用された場合、その使

用により生ずる作物及び畜産物への残留によって、通常の食生活において食品から

摂取しているシンナムアルデヒドの量を増加させる可能性は低いと考えられる。 

以上のことから、シンナムアルデヒドは、農薬及び飼料添加物として想定しうる

使用方法に基づき通常使用される限りにおいて、食品に残留することにより人の健

康を損なうおそれのないことが明らかであると考えられる。 
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＜別紙：検査値等略称＞ 
略称 名称 
ADI 許容一日摂取量 
Alb アルブミン 
ALP アルカリホスファターゼ 

ALT 
アラニンアミノトランスフェラーゼ 
［=グルタミン酸ピルビン酸トランスアミナーゼ（GPT）］ 

ARfD 急性参照用量 

AST 
アスパラギン酸アミノトランスフェラーゼ 
［=グルタミン酸オキサロ酢酸トランスアミナーゼ（GOT）］ 

BrdU 5-ブロモ-2'-デオキシウリジン 
BUN 血液尿素窒素 
Cre クレアチニン 

EFSA 欧州食品安全機関 
ELISA 酵素免疫測定法 
EPA 米国環境保護庁 
FDA 米国食品医薬品庁 

GGT 
-グルタミルトランスフェラーゼ 
［=-グルタミルトランスペプチダーゼ（-GTP）］ 

Hb ヘモグロビン（血色素量） 
Ht ヘマトクリット値［＝血中血球容積（PCV）］ 

JECFA FAO/WHO 合同食品添加物専門家会議 
MCH 平均赤血球血色素量 
MCV 平均赤血球容積 
LC50 半数致死濃度 
LD50 半数致死量 
LDH 乳酸脱水素酵素 
Lym リンパ球数 
Neu 好中球数 

NOAEL 無毒性量 
NTP National Toxicology Program：米国国家毒性プログラム 
RBC 赤血球数 
Ret 網状赤血球数 
TAR 総投与（処理）放射能 

TGR 
Transgenic rodent gene mutation：トランスジェニックげっ歯類を用い

る遺伝子突然変異 
TP 総蛋白質 

TRR 総残留放射能 
UDS 不定期 DNA 合成 
WBC 白血球数 
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